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1 まえがき 

多くの公共下水道では，下水道への受け入れ基

準（条例）として BOD(生物化学的酸素要求

量)600mg/ℓ未満と定められている。そのため，

BOD600mg/ℓ 以上の高濃度排水を下水道に排出す

る特定施設では，除害施設を必要とし高濃度排水

を処理してから下水道施設に流さなくてはならな

い。食品加工産業や染色工場などの排水があげら

れるが該当するが他にも有機系の高濃度排水を発

生させる施設として下水汚泥の水熱処理施設や，

ディスポーザーシステムがある。一般に高濃度排

水処理には希釈処理や家庭排水処理施設よりも大

きな施設が必要となる。このため無希釈で家庭排

水と同等の規模の処理方法を確立することができ

れば,経済的かつ環境にやさしい施設となる。 

本研究は，有機系高濃度排水処理に適している

土壌細菌による処理方法を確立することを目的と

している。 

 
２ 実験方法 

２-1 高機能細菌の培養 

研究で使用する高濃度排水処理に適した土壌細

菌の選定，同定及び培養を行う。 

 
2-2 馴致方法 

本研究で使用する土壌細菌をアルギン酸ナトリ

ウム包括固定化法で施した後に，アクリルアミド

固定化法でコーティングを行う二段階包括固定化

法を用いた。包括菌体を高濃度排水の条件下に馴

致させるため，菌体濃度0.01g/mℓ含有した100gの

包括菌体に対し,COD濃度12,000mg/ℓ（表-１）を原

水とし，これを 1,500mg/ℓまで希釈し、処理容量

500mℓとし24時間間隔で入れ替え，行った。 

 
2-3  バッチ処理実験 

バッチ処理実験により，包括固定化菌体を用いた

高濃度排水処理の有用性の確認を行った。なお，

今回の実験では表-1に示した人工基質濃度

12,000㎎/ℓを原水とし，これを1,500mg/ℓまで希

釈して用いた。写真-1に包括固定化菌体によるバ

ッチ実験，写真-2に活性汚泥によるバッチ処理実

験を示す。包括固定化菌体を用いたバッチ処理実

験では，人工基質500mℓに対し，包括部分も含め

た菌体を300g投入した。活性汚泥の方では，下

水処理場と菌体濃度を同一とすべく，活性汚泥

500mℓ を遠心分離にかけ，固液分離を行い，上澄

み480mℓ分を人工基質に置きかえ，実験を行っ

た。なお，MLSSは3,000mg/ℓであった。 
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表-1 人工基質(濃度12,000mg/ℓ) 

組成 蒸留水1ℓ当たり
グルコース 15.78g

酢酸アンモニウム 13.44g
ポリペプトン 6.66g

栄養塩類 10㎖
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それぞれ24時間処理させ，2時間おきにCOD値を

測定し，比較検討を行った。また，水温は菌体の

至適温度である30℃に設定し，好気性菌であるた

め常にエアレーションを10NL/minで行った。図-

1に包括固定化菌体と活性汚泥を用いたバッチ実

験による，COD値の経時変化を示す。 

3 実験結果および検討 

 図-1に包括固定化菌体と活性汚泥を用いたバッ

チ実験による，COD値の経時変化を示す。COD値

の測定結果より，包括固定化菌体は10時間で

120mg/ℓ（日間平均）を下回ったのに対し，活性

汚泥は24時間以内には日間平均を下回ることは

出来なかった。各試料による変化をそれぞれ見る

と，包括固定化菌体は12時間まで対数関数的に

処理を続けたが，それ以降60mg/ℓで定常状態とな

った。このことから，包括固定化菌体での処理は

60mg/ℓが限界と言える。活性汚泥は，20時間まで

一次関数的に処理を続けたが，それ以降550mg/ℓ

付近で定常状態となった。活性汚泥では24時間

以上処理を行ったとしても，これ以上の処理効果

は見込めないと考えられる。 

4 まとめ 

本研究では，高濃度有機性排水の，処理に適した

土壌細菌の有用性を検討すべく，活性汚泥と土壌

細菌の処理効果を比較検討した。その結果，以下

の知見を得た。 

1） 包括固定化菌体は処理開始10時間程度で

一律排水基準120mg/ℓ（日間平均）を下回

ることが確認された。 

2） 活性汚泥は高濃度有機性排水を120mg/ℓま

で処理できないことが確認された。 

 以上のことから，高濃度有機性排水に対する包

括土壌細菌の有用性を示すことが出来た。今後は

包括土壌細菌，活性汚泥で，それぞれ連続実験を

行うなど，長時間の継続的な処理の比較検討が必

要である。 
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写真-1 包括固定化菌体によるバッチ処理実験 

写真-2 活性汚泥によるバッチ処理

 

図-1 バッチ実験によるCOD値の経時変化 
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